
最年少参加の
安城小 2年の丹野くん
親子でタスキリレー
（第43回市内一周駅伝競走大会）



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
に
対
し
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
も
っ
て
、
課
題
解
決
に
注
力
し
、
真
の
市
政
発
展
、
福
祉

の
向
上
を
お
約
束
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
絆
を
大
切
に
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
26
年
は
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
羽
生
結
弦
選
手
、
プ
ロ
テ
ニ
ス
界
で
の
錦

織
圭
選
手
ら
日
本
人
選
手
の
活
躍
や
、
鹿
児
島
県
出
身
の
赤
﨑
勇
教
授
を
含
む
３
人
の
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
受
賞
、
は
や
ぶ
さ
２
の
打
ち
上
げ
成
功
な
ど
、
明
る
い
話
題
に
喜
ぶ
半
面
、
広
島

市
北
部
で
の
大
規
模
土
砂
災
害
や
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
御
嶽
山
の
噴
火
な
ど
、
改
め
て
自

然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
種
子
島
中
学
校
野
球
部
が
全
国
離
島
交
流
中
学
校
野
球
大
会
で
見
事
初

優
勝
し
、
同
校
の
卒
業
生
が
所
属
す
る
鹿
屋
中
央
高
校
が
甲
子
園
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
西
之

表
市
民
に
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
と
企
業
立
地
協
定
を
締

結
し
た
株
式
会
社
西
川
グ
ル
ー
プ
が
建
設
を
進
め
て
い
た
ホ
テ
ル
「
レ
ク
ス
ト
ン
種
子
島
」
が

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
後
、
本
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
観
光
交
流
、
雇
用
創
出
と
い
っ

た
面
で
、
本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
は
、
台
風
18
号
及
び
19
号
の
接
近
に
よ
り
、
人
的
被
害
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

建
物
や
農
作
物
等
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
平
成
27
年
が
幕
を
開
け
ま
す
。
長
期
振
興
計
画
に
掲
げ
た
「
絆
で
創
る
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
豊
か
な
ま
ち
」
と
い
う
将
来
像
の
も
と
、
市
政
に
お
け
る
最
大
の
課
題
を
「
雇
用
」
と

▲　

敬
老
訪
問

飛
鳥
Ⅱ
が
寄
港

▲



位
置
づ
け
、
農
業
を
中
心
と
し
た
一
次
産
業
の
活
性
化
や
観
光
・
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
産

業
振
興
を
図
る
ほ
か
、
人
材
の
育
成
、
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
し
、
社
会
を
支
え
る
世
代
が
夢
を
も
っ
て
働
け
る
、
そ
し
て
、
未
来
を
築
く
子

供
た
ち
に
胸
を
は
っ
て
託
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
が
交
流
で
き
る
機
会
や
場
を
提
供
す
る
施
設
の
整
備

を
行
い
、
西
之
表
港
と
中
心
市
街
地
を
つ
な
い
だ
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
東
京
大
学
を
中
心
に
種

子
島
に
お
け
る
自
然
共
生
社
会
を
軸
と
す
る
持
続
可
能
な
「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
、
行
政
の
行
っ
て
い
る
業
務
の
う
ち
、
単
純
業
務
や
施
設
管
理
業
務
を
担
う

公
社
設
立
等
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
あ
ふ
れ
る
人
情
、
そ
し
て
薫
り
高
い
文
化
と
歴
史
を
誇
り
に
し
て
、
市
民
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
た
「
協
働
」
と
責
任
あ
る
「
自
治
」
に
よ
り
、
地
域
を
「
再
生
」
し
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
は
第
30
回
国
民
文
化
祭
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
市
町
村
で
様
々
な
事

業
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も「
華
道
の
祭
典
in
種
子
島
」、「
黒
潮
文
化
交
流

の
祭
典
」
の
２
つ
の
事
業
を
実
施
し
、
本
市
の
文
化
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
併
せ
て
、
本
市
の
文

化
の
発
信
拠
点
で
あ
る
市
民
会
館
の
大
型
改
修
に
取
り
組
み
、
国
民
文
化
祭
の
成
功
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。更
に
、昨
年
着
工
し
ま
し
た「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー（
西
京
苑
）」は
本
年
中
に
完
成
し
、翌
年
の
１
月
か
ら
稼
働
予
定
で
あ
り
ま
す
し
、
種
子
島

産
婦
人
科
医
院
の
新
築
移
転
に
つ
い
て
も
本
年
中
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
農
作
物
の
関
税
撤
廃
や
米
軍
艦
載
機
訓
練
施
設
の
馬
毛
島
問
題

な
ど
、
重
大
な
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
反
対
の
姿
勢
を
強
く
訴
え
、
問
題
を
ひ

と
つ
ず
つ
克
服
し
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
明
る
い
展
望
を
切
り
開
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
心
安
全
な
島
、
暮
ら
し
良
い
島
、
魅
力
あ
る
島
、
真
に
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

平
成
27
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
輝
き
、
健
や
か
な
年
と
な
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

▲　

父
の
日
に
乳
を
贈
ろ
う

　

牛
乳
消
費
Ｐ
Ｒ
に
訪
れ

た
市
内
の
酪
農
女
性
部
員

と
新
鮮
な
牛
乳
で
乾
杯

　

国
民
文
化
祭

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
多

く
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た

▲

は
や
ぶ
さ
２
の
打
ち
上
げ

▲



【臨時的雇用者】
【
雇
用
期
間
】

平
成
27
年
４
月
１
日

　
　
　

〜
平
成
28
年
３
月
31
日

【
賃
金
】
市
が
定
め
る
額

【
資
格
】

　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
者

（1）
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（2）
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

（3）
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の

下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

（4）
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者

（5）
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
者

（
今
後
、
概
ね
１
年
以
内
に
完
納

が
見
込
め
る
者
を
除
く
。）

平
成
27
年
度
市
臨
時
的
職
員
募
集
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
人
事
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
４

業務又は職種名 担当部署 募集人数 内線
1 道路維持補修 建設課 5名 241
2 庁舎警備 財産監理課 2名 284
3 ケアマネージャー 健康保険課 1名 330
4 学校用務員 教育委員会 2名 252
5 給食センター調理 教育委員会 7名 23-5661
6 レセプト点検業務 福祉事務所 1名 329

7 生活困窮者自立支援主任相談員 福祉事務所 1名 321

8 地籍調査 財産監理課 3名 288
9 電話交換士 総務課 2名 203・207

業務又は職種名 担当課 内線
1 事務補助 総務課 204

2 生活困窮者自立支援
相談員兼就労支援員 福祉事務所 321

3 レセプト点検業務 健康保険課 312
4 看護師 総務課 204
5 管理栄養士または栄養士 総務課 204
6 ケアマネージャー 総務課 204
7 健康運動指導士 総務課 204

【短時間臨時的雇用者（パートタイマー）】

【
提
出
書
類
】

　

履
歴
書
１
通

　

申
請
書
（
担
当
部
署
備
付
）

【
選
考
方
法
】

　

面
接
及
び
作
文
等

※
短
時
間
臨
時
的
雇
用
者
（
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
書

類
選
考
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）

　

〜
１
月
22
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
短
時
間
臨
時
的
雇
用
者
（
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
１
月
23
日
（
金
）
以
降
も

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
場
所
】

　

上
表
記
載
の
担
当
部
署
窓
口
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

※
選
考
日
時
・
場
所
等
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
担
当
部
署
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
12
月
か
ら
、
公
的
年
金
額
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老

齢
年
金
、
労
災
年
金
な
ど
）
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
ま
す
。

●　

児
童
（
18
歳
ま
で
の
方
）
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
等
が
、
定
額
の

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

●　

父
子
家
庭
で
、
児
童
が
低
額
の
遺
族
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

●　

母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、
児
童
が
低
額
の
遺
族
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

西
之
表
市
福
祉
事
務
所
（
市
役
所
１
階
）
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

支
給
開
始
日
に
つ
い
て

　

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に
お
い
て
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
申
請
し
た
場
合
、平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
「
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
」
の
手
当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
２

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
等
の

　
　
　
　
　

併
給
制
限
の
見
直
し
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
等
と
の
差
額
分
が
受
給
で
き
ま
す



※
ま
た
、
仕
事
中
の
事
故
に
つ

い
て
は
、
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
で
の
診
療
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
労
災
保
険
を

使
用
し
て
診
療
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証

・
印
鑑

・
交
通
事
故
証
明
書
（
後
日
提
出

で
も
可
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

交
通
事
故
・
ケ
ン
カ
・
傷
害
等
に
あ
っ
た
ら
、
必
ず
届
け
出
を
！

医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
等
、

第
三
者
（
加
害
者
）
か
ら
受
け

た
傷
病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原

則
と
し
て
、
加
害
者
が
負
担
す

べ
き
も
の
で
す
。

　

被
保
険
者
証
を
使
っ
て
受
診

す
る
場
合
、
国
保
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
が
負
担
し
た
医
療

費
を
後
で
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
の
で
、
必
ず
国
民
健
康
保
険

係
の
窓
口
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

届
け
出
る
前
に
示
談
を
す
る
と
？

示
談
の
取
り
決
め
が
優
先
さ

れ
て
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
か
ら
加
害
者
に
請
求
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
財

政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
も
、

必
ず
示
談
の
前
に
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
保
険
課 

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１
・
３
１
２

　

平
成
27
・
28
年
度
に
市
（
水
道

事
業
を
含
む
。）
が
発
注
す
る
「
建

設
工
事
」、「
測
量
・
設
計
、
地
質

調
査
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
」
に
係
る
一
般
競
争
入

札
及
び
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
２
月
28
日
（
土
）

【
申
請
方
法
】

　

建
設
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
必

要
書
類
（
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

を
持
込
み
又
は
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、
土
、
日
、
祝

日
等
の
休
日
を
除
き
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日
ま
で

の
消
印
有
効
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
建
設
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
３
９

建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
申
請

に
つ
い
て

　

平
成
27
・
28
年
度
に
西
之
表
市
が

行
う
物
品
の
調
達
、
修
繕
、
売
払
い
、

賃
借
、
製
造
の
請
負
及
び
委
託
業
務

（
建
設
工
事
に
係
る
測
量
、
調
査
、

設
計
等
の
委
託
業
務
は
除
き
ま
す
。）

に
係
る
入
札
及
び
随
意
契
約
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
２
月
28
日
（
土
）

【
申
請
方
法
】

　

財
産
監
理
課
（
市
役
所
４
階
）
へ

必
要
書
類
（
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。）
を
持
込
み
又
は
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、
土
、
日
、
祝

日
等
の
休
日
を
除
き
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日
ま
で

の
消
印
有
効
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
財
産
監
理
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
４

物
品
調
達
等

入
札
参
加
資
格
申
請

に
つ
い
て

申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》http://w

w
w
.city.nishinoom

ote.lg.jp

【
募
集
人
員
】
１
名

【
申
込
資
格
】
西
之
表
市
内
に
居
住

す
る
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
健
康
な
者

【
委
託
期
間
】
平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
28
年
３
月
31
日（
更
新
あ
り
）

【
勤
務
場
所
】
西
之
表
斎
苑

【
勤
務
時
間
】
市
長
が
指
示
し
た
時

間
（
土
日
及
び
年
末
年
始
も
含
む
。）

【
勤
務
内
容
】

　

火
葬
業
務
及
び
施
設
管
理
業
務

【
選
考
方
法
】

　

１
次
審
査
：
書
類
選
考

　

２
次
審
査
：
面
接

【
委
託
料
】

　

市
が
定
め
る
規
定
に
よ
り
支
給

【
提
出
書
類
】
自
筆
履
歴
書
（
市

販
の
用
紙
で
可
、
写
真
貼
付
）、

完
納
証
明
書
（
市
税
）、
作
文

（
７
５
０
字
程
度
・
自
筆
に
限
る
）

題
名
「
斎
苑
管
理
業
務
に
あ
た
る

私
の
心
が
ま
え
」

【
提
出
期
限
】

　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）
※
必
着

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１
‐
３
１
９
３

　

西
之
表
市
西
之
表
７
６
１
２
番
地

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

℡
２
２
‐
１
１
３
７

平
成
27
年
度

西
之
表
斎
苑（
火
葬
場
）

管
理
者
募
集



中
央
墓
園
墓
地
（
上
之
原
町
）
墓
地
使
用
権
の
公
募
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
上
之
原
町
の
中
央

墓
園
内
墓
地
の
永
代
使
用
権
の

返
還
に
伴
い
、
10
区
画
分
の
空

き
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
次
の

要
領
に
よ
り
、
墓
地
の
永
代
使

用
権
の
公
募
抽
選
会
を
実
施
し

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書

類
等
を
準
備
の
上
、
抽
選
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
募
区
画
】

　

Ａ
‐
24
、
Ａ
‐
68
、
Ａ
‐
96
、

Ｂ
‐
23
、
Ｂ
‐
46
、
Ｂ
‐
88
‐
１
、

Ｂ
‐
94
、
Ｂ
‐
100
、
Ｄ
‐
155
、

Ｄ
‐
209
（
全
10
か
所
）

※
現
地
に
区
画
表
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
抽
選
日
時
】

　

平
成
27
年
2
月
18
日
（
水
）

　

受
付:

９
時
30
分
〜
10
時

※
受
付
時
間
に
遅
刻
し
た
場
合
、

抽
選
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
抽
選
場
所
】

　

市
役
所
２
階
入
札
室

※
中
央
墓
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
管
理
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
４

【
抽
選
会
に
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
（
認
印
可
）

②
住
民
票
（
申
込
者
が
市
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
。）

③
完
納
証
明
書
（
市
税
に
滞
納
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
。）

【
そ
の
他
】

※
市
内
居
住
者
及
び
市
税
等
に
滞

納
が
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
市
内
に

墓
地
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
を

参
加
の
条
件
と
し
、
当
日
、
誓
約

書
に
署
名
押
印
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
当
日
、
申
込
者
の
都
合
が
悪
い

場
合
は
、
代
理
人
の
参
加
を
認
め

ま
す
。
必
ず
委
任
状
（
様
式
は
任

意
。）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
、
又
は

保
険
証
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
選
者
に
は
、
永
代
使
用
権
料

（
６
９
，
０
０
０
円
）
を
指
定
す

る
期
日
ま
で
に
納
入
い
た
だ
い
た

後
、使
用
許
可
証
を
交
付
し
ま
す
。

※当選者は、抽選会にて抽選結果の上位順に使用区画を指定できます。
すぐに指定できるように現地に区画表示を行っていますので下図を参照
に、必ず下見をお願いします。

駐車場

駐車場

斎場

城



保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で
納
付

さ
れ
る
特
別
徴
収
と
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

合
算
額
が
年
金
額
の
二
分
の
一
を

超
え
る
等
の
理
由
に
よ
り
納
付
書

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収

が
あ
り
ま
す
。

期
限
内
の
納
付
の
お
願
い

　

納
付
書
に
て
納
付
さ
れ
る
方

（
普
通
徴
収
の
方
）
は
、
納
付
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
最
寄
り
の
指

定
金
融
機
関
等
で
、
期
限
内
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
納
め
な
い
場
合
、

納
付
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
を

滞
納
し
続
け
た
り
、
納
付
相
談
に

応
じ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
給
付

の
制
限
を
行
う
等
の
措
置
を
と
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

　
　
　
　

介
護
保
険
料
の
納
付
の
お
願
い

健
康
保
険
課
に

　
　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
お
早
め
に
健
康
保
険
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
限
を
忘
れ
な
い
た
め
に
！

　

納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替

が
大
変
便
利
で
す
。

　

手
続
き
は
、
通
帳
、
印
鑑
を
持

参
し
、各
金
融
機
関
窓
口
に
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

　

市
役
所
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１

【
介
護
保
険
料
】

　

市
役
所
健
康
保
険
課

　
　

高
齢
者
支
援
室
介
護
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
６
５

　
「
高
齢
者
等
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

ン
ト
事
業
（
個
人
分
）」
に
参
加
し
、

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
商
品
券
へ
の
交
換

を
左
記
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
一

定
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
た
方
は
、

期
間
内
に
介
護
保
険
係
ま
で
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
カ
ー
ド
及
び
手

帳
は
、
ポ
イ
ン
ト
数
を
確
認
し
、
そ
の

場
で
お
返
し
し
ま
す
の
で
、
来
年
度
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。（
実

績
確
認
後
の
交
換
に
満
た
な
い
ポ
イ
ン
ト
数
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
ま
す
の
で
、
毎
年
度
提
出
し
て
下
さ
い
。）

※
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
両
方
を
お
持
ち
の
方
は
、

一
緒
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
〜
２
月
27
日
（
金
）

【
交
換
対
象
】

　
●　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド　
　

10
ポ
イ
ン
ト
以
上

　
●　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳　

５
ポ
イ
ン
ト
以
上

【
提
出
場
所
】
市
役
所
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
介
護
保
険
係
窓
口

【
そ
の
他
】
提
出
者
に
つ
い
て
は
、
代
理
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
介
護
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
６
２
・
３
６
５

　

℡
２
２
‐
１
１
６
８
（
直
通
）

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の

　
　
　
　
　
　
　
　

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
等
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　九州電力から感電事故防止のお願いです。
　電線近くでの凧揚げは、大変危険です。誤って電線や電柱・鉄塔にかかって
しまった場合は、思わぬ感電事故や停電の原因となりますので、自分で取ろう
とせずに、お近くの九州電力へご連絡をお願いします。

■問い合わせ先　九州電力（株）熊毛営業所　℡ 0120‐986‐807（無料電話）



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

優勝：榕城上方チーム▲

11
16

111
111166



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11
17

111
11117

12
7

1222
77

12
10・11

1222
110

11
27

111
2227

12
14

1222
111144

▲入村式の様子



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11
15

111
115出

品
者
の
宮
川
優
子
さ
ん
と
全
面

協
力
い
た
だ
い
た
種
子
島
酪
農
青

壮
年
部
長
の
松
元
啓
介
さ
ん

市
来
農
芸
高
校
に
て

▲ ▲

うがいの様子。
（古田小学校）▲

11
18

111
1118

11
28

111
2228

12
12

122
1112



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

いりこ　　　　　　　　………　100 ｇ
レーズン　　　　　　　………　40 ｇ
ピーナッツ　　　　　　………　30 ｇ
白胡麻　　　　　　　　………　大さじ 1
サラダ油　　　　　　　………　大さじ 1
砂糖　　　　　　　　　………　大さじ 1
水あめ　　　　　　　　………　大さじ１
みりん　　　　　　　　………　大さじ 1

①いりこは、こぶりのものが良い。いりこの中のごみを取る。
②フライパンに大さじ 1のサラダ油を入れ、いりこを炒る。
③レーズン・ピーナッツは、あらみじん切りとする。
④鍋に調味料①を合わせ、煮立たせ泡が小さくなった頃に、いりこ・レーズン・ピーナッツを入れ、最後に白胡麻を入れる。

11
11

111
1111

[調味料
①



　

舞
台
「
若
狭
姫
物
語
〜
種
子
島

か
ら
未
来
へ
〜
」
の
脚
本
・
演
出

を
務
め
ま
す
荒
木
太
朗
で
す
。
多

く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
こ

の
舞
台
を
実
現
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
に
、
ま
ず
は
、
お
礼
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
今
も
変
わ
ら
ず

種
子
島
に
伝
わ
り
、
私
自
身
も
子

供
の
頃
に
触
れ
た
若
狭
の
物
語
を

私
な
り
の
視
点
で
見
つ
め
直
し
た

も
の
で
、
現
代
の
東
京
と
鉄
砲
伝

来
時
の
種
子
島
の
二
つ
の
場
所
が

軸
と
な
り
物
語
は
進
ん
で
い
き
ま

す
。
相
容
れ
な
い
は
ず
の
二
つ
の

場
所
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に

交
じ
り
合
う
の
か
？

　

ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
大
変
見

や
す
い
作
品
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
種
子
島
人
を
演
じ
る
役
者

陣
は
現
地
で
演
じ
る
と
い
う
多
大

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
現
在
種

子
島
弁
の
猛
特
訓
中
で
す
。
そ
れ

も
是
非
、
観
劇
の
楽
し
み
の
一
つ

と
し
て
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
れ
で
は
当
日
、
劇
場
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

荒
木
太
朗

『
若
狭
姫
物
語
』
１
月
31
日
、
２
月
１
日
に
公
演

　

１
月
31
日
、
２
月
１
日
に
種
子

島
こ
り
〜
な
に
て
公
演
さ
れ
る

『
若
狭
姫
物
語
』。
こ
の
作
品
の
脚

本
・
演
出
を
務
め
る
荒
木
太
朗
さ

ん
は
、
西
之
表
市
出
身
。

　
『
若
狭
姫
物
語
』
は
、
東
京
公

演
で
も
好
評
を
得
た
作
品
で
、
今

回
の
公
演
で
は
、
西
之
表
市
の
小

学
生
も
特
別
出
演
す
る
そ
う
で
す
。

　

荒
木
太
朗
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

　

島
内
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
未
婚
女
性
（
高
校
生

は
除
く
。）

【
募
集
人
数
】
２
名

【
応
募
方
法
】

　

履
歴
書
を
提
出
（
郵
送
、
持
参

ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

【
応
募
締
切
】

　

平
成
27
年
３
月
27
日
（
金
）

【
選
考
方
法
】

　

書
類
選
考
後
、
面
接
の
日
程
な

ど
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

任
期
は
、
平
成
27
年
度
通
常
総

会
開
催
日
（
５
月
予
定
）
か
ら
の

２
年
間
で
す
。

　

認
定
者
は
、
島
内
外
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
種
子

島
の
宣
伝
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
認
定
者
に
は
、
賞

金
が
あ
り
ま
す
。

※
任
期
の
間
、
他
の
ミ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
履
歴
書
送
付
先

　

種
子
島
観
光
協
会

　

〒
８
９
１
‐
３
１
１
１

　

西
之
表
市
西
町
４
９
‐
１

　
　
　

西
之
表
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

　

℡
２
３
‐
０
１
１
１



【入賞作品】

　

11
月
23
・
24
日
に
宿
泊
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
ふ
る

さ
と
ま
な
び
〜
隊
員
だ
け
で
は
な
く
、
市
内
小
学
校
５
・
６
年
生
が
参

加
し
、
総
勢
20
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
子
ど
も
達
は
初
対
面
の
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会
を
通
し

て
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

夕
食
作
り
で
は
定
番
の
カ
レ
ー
の
ほ

か
、
餃
子
作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
う
ま
く
包
む
こ
と
が
で
き
ず

に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で

作
っ
た
夕
食
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

二
日
目
の
活
動
で
は
、
あ
っ
ぽ
〜
ら

ん
ど
敷
地
内
を
目
一
杯
に
使
っ
た
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
は
仲
間

た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
し
て
、
家
事
の
大
変
さ

な
ど
を
感
じ
、
両
親
へ
の
感
謝
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
異
年
齢
集
団
で

の
一
泊
二
日
の
活
動
は
子
ど
も
達
に

と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
10
日
（
水
）
に
寿
大
学
学
園
祭

が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
エ
・
ロ
ビ
ー
に
は
園
芸
ク
ラ

ブ
、
生
花
ク
ラ
ブ
、
書
道
ク
ラ
ブ
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者
を
出
迎
え
て

い
ま
し
た
。
音
楽
ク
ラ
ブ
の
合
唱
か
ら

始
ま
っ
た
舞
台
発
表
で
は
、
民
踊
ク
ラ

ブ
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
音
楽
ク
ラ
ブ
そ

れ
ぞ
れ
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
、
舞
台

発
表
と
も
に
み
な
さ

ん
の
生
き
生
き
と
し

た
活
動
の
様
子
が
伝

わ
る
学
園
祭
と
な
り

ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」
の
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
！

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊　

親
元
を
離
れ
て
宿
泊
研
修

寿
大
学
学
園
祭

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

　

12
月
6
日
に
安
城
小
学
校
に
て
、
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
安
城
小
学
校
と
立
山
小
学

校
合
わ
せ
て
児
童
12
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
戸
数

9
世
帯
の
合
同
で
の

公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
規
模
校
で
あ
る

が
故
の
問
題
点
な
ど

の
発
表
が
な
さ
れ
、

充
実
し
た
研
究
協
議

と
な
り
ま
し
た
。



平成 27 年度
市内保育所の新規入所申込について

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
全

国
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴

い
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。

（
市
政
の
窓
11
月
号
参
照
）

　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
、
市
の
認
定
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定

は
３
つ
の
区
分
と
な
っ
て
お
り
、

認
定
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
施
設

が
異
な
り
ま
す
。
保
育
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
福
祉
事

務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※現在、保育園等に在園されている方は、各施設を通じ
て認定の申請をしていただくことになります。

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

1 号認定
満 3歳以上で就学
前の子ども（2号
認定を除く）

認定こども園
（きりすと・めいろう）
※これまでの幼稚園と同様の利用

2 号認定

満 3歳以上の就学
前の子どもで、保
護者の就労等によ
り、家庭での保育
が困難な者

認定こども園
（きりすと・めいろう）
※これまでの保育園と同様の利用

保育所
（若宮・平和の園・安納
双葉・国上みさき・現
和みどり・住吉さくら）3 号認定

満 3歳未満で、保
護者の就労等によ
り、家庭での保育
が困難な者

　下記の認定区分のうち、2・3号の認定を受ける場
合は、申請する必要があります。

1. 市福祉事務所にて「保育の必要性の認定」及び
　「入園申込」を申請

※西之表幼稚園・榕城幼稚園を利用する場合は、認定
の必要はありません。

2. 市福祉事務所にて認定の審査（2号・3号認定）
　及び各施設との利用調整

①保育の認定にあたっては、保護者が次のいずれかの
事由に該当することが必要です。
　就労、妊娠・出産、疾病・障害、同居親族等の介護・
看護、災害復旧、就学、虐待やDVの恐れがあること。

②保育の必要な時間に応じて、次のどちらかに区分さ
れます。
◆保育標準時間認定による利用
　　1か月あたり 120 時間以上の就労の場合、
　　　　　　　　　　1日最大 11 時間の利用が可能
◆保育短時間認定による利用
　　1か月あたり 120 時間未満の就労の場合、
　　　　　　　　　　1日最大 8時間の利用が可能

3. 利用の開始

保育利用の手続きの流れ

新
制
度
の
利
用
に
か
か
る
保
育
料

　

保
育
料
は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て

市
が
定
め
ま
す
。
保
育
所
を
利
用
す
る
場

合
は
市
に
、
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る

場
合
は
直
接
施
設
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
保
育
料
は
前
年
分
の
源
泉
徴
収

票
（
写
し
）
等
に
よ
る
所
得
税
を
も
と
に

算
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
制
度
で

は
前
年
度
及
び
当
該
年
度
に
課
税
さ
れ
た

住
民
税
を
も
と
に
算
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
は
、
年
度
ご
と
に
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
税
に
よ
る
算
定

と
な
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
９
月
に
見
直
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。

入所希望保育園 受付日 受付場所
若宮保育園
平和の園保育園
安納双葉保育園

1月 28 日（水）
～ 2月 2日（月）

福祉事務所
子育て支援係
窓口

国上みさき保育園
現和みどり保育園
住吉さくら保育園
めいろうこども園
きりすとこども園

2月 3日（火）
～ 2月 6日（金）

　

保
育
の
新
規
申
込
を
下
記
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
事
前
に
福
祉
事

務
所
に
て
必
要
書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
指
定
さ
れ
た
日
程
で
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
２
月
11
日
（
水
）
ま

で
に
、
市
福
祉
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
必
要
書
類
】

①
認
定
申
請
及
び
入
所
申
込
書
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
）

②
就
労
証
明
書
等
（
各
保
護
者
分
）

③
出
産
、
病
気
等
の
特
別
な
理
由
で
入
所
さ
せ
る
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

④
幼
稚
園
等
に
兄
弟
が
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、「
在
園
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

⑤
平
成
26
年
１
月
１
日
に
西
之
表
市
に
住
所
が
な
い
方
は
、
平
成
26
年

度
市
県
民
税
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。（
平
成
26
年
１
月
１
日

に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
町
村
に
て
発
行
さ
れ
ま
す
。）

■問い合わせ先
　市福祉事務所子育て支援係
　℡ 22‐1111 内線 328



　

平
成
27
年
秋
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
総
参
加
の
文
化
の
祭
典
『
第
30
回
国
民

文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
』。

　

今
回
は
、
国
民
文
化
祭
開
催
初
日
に
、
皇
室
御
臨
席
の
元
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
開

会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
案
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
案
）

鹿
児
島
・
種
子
島
・
奄
美
大
島
の
３
会
場
を
中
継
で
結
び
ま
す
！

　

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
（
鹿
児
島
市
）、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
種
子
島
・

日
ポ
み
な
と
公
園
（
西
之
表
市
）、
奄
美
大
島
・
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー
一
万
人
ひ
ろ
ば
（
奄

美
市
）
を
ラ
イ
ブ
中
継
で
結
び
、
一
体
感
を
も
っ
た
ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
！

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
県
民
の
参
加
を
得
て
、
鹿
児
島
が
誇
る
自
然
・
歴
史
・
伝
統
・
文
化

な
ど
本
県
ら
し
さ
溢
れ
る
本
物
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
県
全
体
で
華
や
か
に
開
幕

し
ま
す
。

種
子
島
会
場
プ
ロ
グ
ラ
ム（
平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）午
前
11
時
〜
午
後
８
時
）

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

郷
土
芸
能
や
若
者
た
ち
に
よ
る
力
強
い
演
技
を
披
露
し
ま
す
。（
メ
イ
ン
会
場
へ
ラ
イ
ブ
中
継
）

開
会
式
典

　

メ
イ
ン
会
場
で
行
わ
れ
る
開
会
式
典
の
映
像
を
ラ
イ
ブ
中
継
し
ま
す
。
ラ
イ
ブ
中
継
で

結
ん
だ
３
会
場
合
同
の
開
会
宣
言
に
よ
り
国
文
祭
が
華
や
か
に
開
幕
さ
れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

序
幕
か
ら
第
３
章
ま
で
で
構
成
さ
れ
、
第
２
章
で
は
種
子
島
会
場
か
ら
種
子
島
火
縄
銃

の
一
斉
射
撃
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
創
作
演
技
を
ア
リ
ー
ナ
へ
ラ
イ
ブ
中
継
し
ま
す
！

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

独
自
イ
ベ
ン
ト
や
郷
土
芸
能
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
国
民
文
化
祭
開
幕
を
祝
い
ま
す
。

国
文
祭
が
や
っ
て
く
る　

№
６

■
問
い
合
わ
せ
先

　

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
「
鉄
砲
館
」

　

℡
２
３
‐
３
２
１
５

　

種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
振
興
会
で
は
、「
マ
ン
ネ
リ
か
ら
の
打
破
、
住
民
が
楽
し
め
る

ま
つ
り
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
企
画
検
討
に
か
け
る
期

間
が
足
り
ず
に
大
幅
な
見
直
し
や
改
善
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

回
は
11
月
か
ら
来
年
度
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
、
鉄
砲
ま
つ
り
に
関
す
る
意
見
や
要
望
、
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
検
討
会
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
検
討
会
に
参
加
し
て
鉄
砲
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
検
討
会
委
員
も

併
せ
て
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
企
画
提
案
・
意
見
・
要
望
募
集
中

　

１
次
締
切　

平
成
27
年
１
月
20
日
（
火
）
ま
で

　

※
そ
れ
以
降
で
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

☆
検
討
会
委
員
募
集
中

●
第
１
回
検
討
会

　
【
日
時
】　

平
成
27
年
１
月
21
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜

　
【
場
所
】　

市
役
所
庁
議
室

　

検
討
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
振
興
会
事
務
局
（
市
役
所
経
済
観
光
課
内
）

　

℡
２
２
‐
１
１
１
７　

FAX
２
２
‐
０
２
９
５
（
代
表
）

　

M
ail

：kankou@
city.nishinoom

ote.lg.jp

種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
へ
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

脱
マ

ン

ネ

リ



　

認
知
症
に
な
っ
て
も
良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の

た
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

１　

ま
ず
は
見
守
り
を
！
（
さ
り
げ
な
く
様
子
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。）

２　

驚
か
せ
な
い

・
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い
。
一
定
の
距
離
で
相
手
の
視
野
に
入
っ
て
か
ら
、
目
を

見
て
話
し
か
け
ま
し
ょ
う
。

３　

急
が
せ
な
い

・
穏
や
か
な
表
情
で
話
し
、
余
裕
を
も
っ
て
優
し
い
口
調
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

一
度
に
多
く
の
こ
と
を
話
す
と
混
乱
し
、
恐
怖
心
を
あ
お
り
や
す
い
で
す
。
一
人
で
、

一
つ
ず
つ
話
し
ま
し
ょ
う
。

４　

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

・
笑
顔
で
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
ゆ
っ
く
り
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

周
り
の
方
が
接
し
方
に
気
遣
い
、
温
か
く
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
残
っ
て
い
る
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
一
番
心
細
く
、

悲
し
く
、
苦
し
い
の
は
、
本
人
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
出
前
講
座
）
を
実
施
し
ま
す

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
持
た
ず
認
知
症
の
人
や
家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

認
知
症
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
、
団
体
、
事
業
所
等
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■■問い合合わわせ先先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡℡ 2233‐55222255

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
業
等
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
め
方
は

異
な
り
ま
す
。

●
学
生
・
自
営
業
・
自
由
業
な
ど

（
第
１
号
被
保
険
者
）

　

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
ま
す
。

●
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

（
第
２
号
被
保
険
者
）

　

保
険
料
は
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
差

し
引
か
れ
て
い
ま
す
。

●
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
妻
ま
た
は
夫（

第
３
号
被
保
険
者
）

　

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
老
後
は
老
齢
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
額
（
年
額 

平
成
26
年
度
）

７
７
２
、８
０
０
円
（
満
額
）

老
齢
厚
生
年
金

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受

給
で
き
ま
す
。

■
も
し
も
の
と
き
は

　

障
害
年
金
と
遺
族
年
金

　

ど
ち
ら
の
年
金
を
受
け
る
に
も
、
障
害

者
本
人
や
亡
く
な
っ
た
人
が
そ
れ
ま
で
に

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
か
、
免

除
等
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

■
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら
？

　

保
険
料
の
免
除
や
学
生
納
付
特
例
、
納

付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し

て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

免
除
な
ど
を
承
認
す
る
際
に
は
、
前
年

の
所
得
な
ど
が
基
準
と
な
り
ま
す
。
所
得

は
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

〜
新
成
人
の
み
な
さ
ま　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
向
け
て



年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長
の
長
尾

で
す
。

　

昨
年
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
Ｇ
Ｐ
Ｍ

主
衛
星
、
だ
い
ち
２
号
、
ひ
ま
わ
り
８

号
、
は
や
ぶ
さ
２
の
打
上
げ
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｈ-

Ⅱ

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
年
４
機
の
打
上
げ
は

２
０
０
６
年
以
来
８
年
ぶ
り
で
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
情
報
収
集
衛
星
を
は
じ
め

と
し
て
複
数
機
の
打
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
念
講
演
会
＆
映
画
上
映
会
開
催
！

11
月
29
日
（
土
）、
宇
宙
科
学
技
術

館
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム
に
お
い
て
、

『「
は
や
ぶ
さ
」
の
ド
ラ
マ
が
蘇
る
‐「
は

や
ぶ
さ
」
の
遺
伝
子
を
引
き
継
ぐ
「
は

や
ぶ
さ
２
」
の
打
上
げ
迫
る
‐
』
と
題

し
て
「
は
や
ぶ
さ
」
の
イ
オ
ン
エ
ン
ジ

ン
開
発
に
携
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教

育
セ
ン
タ
ー
清
水
幸
夫
先
生
を
お
招
き

し
、
記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
映
画
「
Ｈ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
‐
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ

　

Ｔ
Ｏ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｅ
‐
」
を
上
映
い
た
し
ま
し
た
。
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
26
号
機
／
「
は
や
ぶ
さ

２
」
打
上
げ
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

西之表消防署よりお知らせ　
■問い合わせ先　西之表消防署　℡ 22‐0119

　

今
年
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
ハ
カ
マ
焼
き
か
ら
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

ハ
カ
マ
焼
き
に
よ
る
火
災
を
絶
対
に
出
さ
な
い
た
め
に
次
の

５
つ
の
こ
と
を
守
っ
て
火
入
れ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
風
の
強
い
日
に
は
焼
か
な
い
こ
と
。

　

別
の
日
に
行
う
か
、
細
か
く
裁
断
し
て
畑
に
た
た
き
込
む
な

ど
の
工
夫
を
し
て
下
さ
い
。

２
．
焼
却
す
る
際
は
小
分
け
に
す
る
こ
と
。

　

大
き
く
ま
と
め
火
を
着
け
る
と
、
炎
が
大
き
く
な
り
火
災
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

３
．
見
張
り
を
多
く
配
置
す
る
こ
と
。

　

ハ
カ
マ
焼
き
は
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
一
人
で
は
危
険
で
す
。

４
．
消
火
の
準
備
を
行
う
こ
と
。

　

万
が
一
に
備
え
て
消
火
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
動
力
噴
霧

器
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

５
．
焼
却
を
行
う
際
は
、
消
防
署
に
届
出
を
行
う
こ
と
。

　

消
防
署
が
把
握
し
て
い
れ
ば
、
万
が
一
の
時
も
安
心
で
す
。

電
話
で
の
届
出
も
可
能
で
す
。

●
平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

も
う
い
い
か
い

　
　
　
　

火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
あ
だ
だ
よ

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
ハ
カ
マ
焼
き
を
す
る
農
家
の
皆
様
へ



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

中
村　

シ
ノ

武
部

中
村　

鉄
男

中
野　

継
男

松
畠

中
野
孝
子

遠
藤　

和
代

千
段
峯

遠
藤　

辰
男

西
門　

サ
ツ
子
現
和
下
之
町

西
門　

致

川
畑　

薫

塰
泊

川
畑　

美
智
子

平
瀬　

隼
雄

納
曽

平
瀬　

ト
メ

大
里　

ミ
ヨ
子
形
之
山

大
里　

正

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

渡
邊　

柚ゆ
ず

女

淳

ち
は
る
上
石
寺

内
田　

明あ

き希

女

雄
三

さ
つ
き
静
岡
県

持
田　

彩あ
い
り里

女

伸
也

亜
希
子
池
野

横
田　

幸さ

ら空

女

幸
助

清
美

鹿
児
島
市

中
河　

星せ

な南

女

淳
也

愛
子

上
之
原
町

長
瀬　

叶み
ら
い夢

男

恵
斗

千
咲

城

遠
藤　

奏か
え
ら楽

女

虎
太
郎
美
穂

野
首

西　

勝
し
ょ
う

男

勝
義

由
紀

立
山

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3851 4336 8187 3957
上西 250 285 535 285
下西 1076 1237 2313 1152
国上 587 652 1239 628
伊関 204 217 421 207
安納 207 222 429 224
現和 661 686 1347 684
安城 158 170 328 180
立山 61 56 117 60
中割 52 50 102 62
古田 204 234 438 211
住吉 447 529 976 531

［火　災］
 出火件数　 1 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　48件
 うち急病　30件

発生件数　28件
死 者　  0 人
負 傷 者　33人

［人口］
全体 16,432 人（－     7）
男性   7,758 人（－   11）
女性   8,674 人（＋     4）

［世帯数］
世帯（－     7）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

鈴
木　

ミ
ヨ

78

美
浜
町

光　

孝
典

85

東
町

下
田　

末
吉

86

西
俣

寺
野　

輝
義

79

下
石
寺

前
園　

ス
ミ
エ

92

上
之
原
町

田
添　

ト
ネ

87

野
首

日
髙　

ノ
ブ
子

92

松
畠

中
﨑　

哲
郎

73

湊

春
村　

治
彦

89

池
野

加
藤　

則
明

80

平
松

持
田　

三
男

85

沖
ヶ
浜
田

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

小
川　

広
二　
　
　

川
迎

　
　

＆

中
原　

潤
子　
　
　

下
能
野

栗
田　

雅
将　
　
　

大
平

　
　

＆

日
髙　

麻
利
奈　
　

小
牧
野

瀧
澤　

大
作　
　
　

北
海
道

　
　

＆

長
野　

優　
　
　
　

西
之
表

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

日
髙　

朔
矢　
　
　

中
西

　
　

＆

里　

歩　
　
　
　
　

中
種
子
町

永
田　

大
士　
　
　

朝
日
が
丘

　
　

＆

山
本　

桂
子　
　
　

福
岡
県

濱
島　

明
人　
　
　

古
田
中
之
町

　
　

＆

原　

め
ぐ
み　
　
　

鹿
児
島
市

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

中
道　

一
男

81

川
氏

渡
瀬　

末
雄

85

浅
川

大
𦚰　

義
哉

89

上
之
原
町

福
嶋　

君
雄

77

塰
泊

福
田　

弘
治

63

池
野

大
瀬　

正
雄

94

下
石
寺

加
川　

善　

76

上
之
原
町

池
亀　

政
治

93

本
村

鮫
島　

シ
ズ
ヱ

89

今
年
川

沖
田　

ア
ヤ

93

沖
ヶ
浜
田

市　
　

利
秋

83

中
種
子
町

池
田　

節
子

79

池
田



行
き
申
そ
め
っ
か
り
申
さ
ん
お
じ
ゃ
り
申
せ
島
の
言
葉
で
語
り
申
そ
う

す
っ
ぽ
り
と
姑は

は

の
身
体
を
か
く
し
た
る
表
彰
状
を
代
理
に
て
受
く

人
や
車
に
踏
ま
れ
な
が
ら
も
ふ
で
竜り

ん
ど
う胆

る
り
色
の
花
地
に
這
い
咲
か
す

秋
風
に
柿
の
葉
ち
り
て
熟
れ
し
実
の
老
木
今
年
も
豊
か
に
み
の
る

天
駆
け
る
赤
き
炎
に
湧
き
上
が
る
感
嘆
の
声
ハ
ヤ
ブ
サ
二
号

明
け
や
ら
ぬ
西
の
海
面
に
顔
つ
け
し
月
の
姿
や
柿
の
色
し
て

蒼
空
を
切き
截
る
雪せ

っ
け
い渓

に
か
き
わ
り
の
ご
と
く
に
も
未
有
明
の
月

猫
の
舌
赤
き
ぐ
み
の
実
す
い
か
ず
ら
吟
行
土
産
を
玄
関
に
活
く

潮
時
で
沖
の
瀬
立
つ
は
釣
り
人
か
浅
瀬
に
人
影
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

盆
正
月
美
容
院
に
行
き
姿
見
に
写
し
笑
顔
に
な
る
日
近
づ
く

コ
ー
ラ
ス
の
歌
詞
の
中
な
る
思
い
出
は
涙
の
に
じ
む
懐
か
し
さ
あ
り

二
度
三
度
供
え
て
詣
で
る
彼
岸
花
赤
白
黄
色
あ
と
さ
き
に
咲
く

吟
行
に
行
き
た
し
我
は
分
き
ざ
み
満
足
な
歌
作
れ
ず
あ
き
ら
む

子
猿
跳は

ね
天
狗
が
跳と

ん
で
獅
子
が
舞
う
古
田
の
里
の
豊
受
神
社

雁
渡
し
北
の
岬
に
鳥
あ
そ
ぶ

寒
風
が
服
の
上
か
ら
肌
を
刺
す

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

池
田
・
池
浪
三
重
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

国
上
中
目
・
榎
本　

孝

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

小
牧
・
田
上　

那
枝

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

わ
ら
び
苑
・
中
村　

清
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

浅
川
・
村
添　

勝
代

中
野
・
吉
原　

昭
保

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
た
か
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 11 トン 50 トン
61 トン （18％） （82％）
取引額 285 万円 647 万円
932 万円 （31％） （69％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,241 426 11,138 954
葉 茎 菜 類 735 270 16,238 1,413
果 菜 類 465 131 3,459 1,238
そ の 他 7,590 1,240 7,738 1,215
小 計 11,031 2,067 38,573 4,820

果
物
類

かんきつ類 0 0 5,186 370
果 瓜 類 0 0 0 0
そ の 他 47 52 5,333 907
小 計 47 52 10,519 1,277

鳥卵・加工品等 308 134 1,157 372

花　類
24,825

600
0

0
本 本

青
果
状
況
【
11
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

　

え
だ
豆
作
り
講
習
会
を
平
成
27
年
１
月
に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
種
子
島
中
央
青
果
（
株
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
１
月
の
休
み
》
１
日
・
２
日
・
３
日
・
７
日
・
11
日
・  　

　
　
　
　
　

  

12
日
・
18
日
・
21
日
・
25
日
・
28
日



まちのわだい

11
19

1111
1119

11
21

1111
22221


